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第ﾋﾘ0回日本小児放射線学会総会シンポジウムより

特甕 Ｗｆ１にお'溺医療jillliばく-特に小児のCTについて－
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《Iえbkl6ｲli61125-2()||に災lllili人`､)::f'１１W;撒腿林Ｉｉｌｌ

昭会災の「でlHllillされた飾り4()'''''１本小１Ｍ放射線ｻﾞ:会

において．シンポジウムとして取り上げられた「小

児における灰娠彼ばく－将に小児のCTについて一」

を，そのまま慨題として本I誌で収Ｉ）上げることに

なった．小児の放りwl線診旅に柵わるもの企てが．

１－分に熟jillした'二で,珍旅に､!ｉたるべきＩＦ項である

が．そればかl)ではなく，｜:|:公的にI｢iいＩ則心を呼

んでいる'|「｣Wであるが,likに，脂導１１，，>:｣州で''111tの

理解を受ける必畷があると患える．

我がｌｌｉ１においては，呪/１２の状態で，,諺IlIrlllX線に

よって癌が3.2％(ｲｌｉＩｌ１'7,5871'|:)jＷえるＩＩＪ能性がある

という論文がLal1ccIに発炎され．それが､IiM)ij[され大

きなIHI題となっている．それに光,Xつこと20()1年１

月22111,1の)|<Ｉ１ｉｌの余'１;|紙であるＵＳＡＴ()I)AYで，「米

'１;|ではがｲlKl6()ﾉﾉ人のｲｲMiにCTがij:われておl)，そ

のうちＬ50()人が陵にガンになる」という,iLl'|Ｉが|勘lili

され．企)１tのみならず111:ＩＡＬ１ｌ１にセンセイションを

巻き起こしたものである．そのﾉﾋになった論文は

ＡｌＲＡｍＪＲ()enl息cno1i法に｝し>,l1jiされたものであり')，
その褐ilikIAiI暇である細雌艮のLeeＲ()gersはその次

の号の巻頭Ｉｉの締め<く【)として「()nceinR)rmed，

radiologislsall(ｌｔｃｃｌｌｎｉｃｉａｎｓａｌｉｋｅｗｉｌｌｍａｋＧｌｈe

necessaryadjus[ｍ(､nlslo〔１０Ｗh【ltisrigb[I0rlhe

childrenwcs(ｗｃ.」と,Tっている2)．

このﾄﾞl:会､りな)又禅を受けて，）kll,|の小ﾘ,L放１１１線'､ｉｆ

会であるS〔)ciGtyI()】･ＰＣ〔liaIricRadi()logy(SPR)では

114rちに会典をシカゴにｲｲﾘﾐして，カンファランスを

開催し，その紬iliiをＥｕ1.01〕ｅａｎＳ()ciGtv()｢ＰＧ(lialric

RadioI()gyとの｣lil1il機ljMI識であるP(9(liatricRadi()1〔)ｇｙ

誌に総炎した:I)．｜IilIl;にカンファランスのﾎﾟ,'iⅡ↓を受

けて米|{;I食ｉ１１１１１ｉＩＩｌｉ′|;}j(F1)Ａ)もｻﾞｆｌＩｉ文を発炎し，ｌＩｉｌ

誌に栂,liHされた')．

私【1身もSPRのi'11､ｻﾞ食し」であり｜アジア・オセア

ニア小児放射線`､jK:会IlWlF災というウ:場もあり，〈{集

に応じてシカゴの会,雛に'''１),Wiした．ちなみに11本小

児放射線学会の全しjは全て|`I吻的にアジア・オセア

ニア小ﾘ!L放り１級'､}::会(Ａ()SPR)のＡＳＳ()cial(､ｍｅｍｂｅｒ

であり．、｢成1()イド１１１より，PcdiatricRa〔1i()1()gy誌

がA()SPRの機１１M,職となることがﾉIRI沼され。表紙に

名前が加わることになった．，↑い換えればPediatric

Radiol〔)gyI篭は１１本小児放射線学会のｳﾋﾞ文機llL1誌と

しての機能を勝つことになったと丙える．

その後機会を捉えては．小ﾘ,』のCTWkばくの問題

について11M(）｜弓げてきたが5~8)，このシンポジウムに

概待されたOilⅡ]家の]zによってlliIiliiで岐新のl11iWlが

会瓜に111lけられることは，この'二ないＩＬＩＬぴである．

1）Brelln('ｒｌ)J1E11islonCI)，Ｈ【lⅡIBJ，ｃｔａｌ：

EsLinlatGdrisks〔)ｆｒａ〔ｌｉａｌｉｏｎ－ｉｎｄｕｃｅ(lIatal

cancel･[r()ｍｌ〕c〔1iiltricCT・AIRAI11JRoenlgenol

２()０１；１７６；289-296.

2）Ｒ〔〕g(》r蔦ＬＦ：lFr()I〕ｌｌｈｅＥ(Iil()1.ｓＮ(〕iebook・

Ｒａ(Iiali()ｎＥｘｌ〕()sureillCT：ＷｈｙＳ()I{igh？ＡＪＲ

ＡｍＪＲ()(､lltg()１１()120()1;177:277.

3）ＣＯ､[cr(､Ilc(､()nlhcALARA(ａｓl()ｗａｓr(Pasonablv

achievablc）collcel〕ｌｉｎｌ〕e(lialricCTinle11igent

doselでducti()､,Ｅｄ・bySloviＳＴＬ､PGdiatrRadiol

２００２；３２：217-317.

4）Ｆ１)APubllcHealtl1N()lilicatioI1：Reducing

radialionriskfr()mco1u1plltedtom()gral〕hyfor

pedialrican(1smallａ(lulll〕aliel1ls､PGdiatrRadiol

２００２；３２：３１`1-315.

5）藤IM111樅久：（特災l）第13111|ｲ'１次ﾉ<会「,｢liIiWilr;次

ｌｉｄ念,M1liiiiとシンポジウム」（2002ｲIzl21l1311）記

念シンポジウム「2111t組の|路旅被ばくの新しい

防灘体系に|ｲﾘけて」小児Ｘ線CTの陽介．医療放

射線防MliNEwSLETrER2()03;37：17-21.

6)藤lMlll催久：放Iﾄ|線,惨iIjiiにおけるリスク・マネー

ジメント２放川|線彼ばくllEili1Q対鞭．｜liiiil/i<lll1i像

２()()３；１９：１３６(i-137()．

7）藤llYl1II憎久：一Mflji(バー「小ﾘﾑＸ線CT彼ばく」と

社会｣iAl蕊１ｹﾐﾙi(放射線防,池NEWSLErlTlDl<2004；

４０：1-2.

8）藤岡１１腱久：小児における彼ばくとその影響．

RadiologyFr()nli(ur20()４；７：275-278.

３


